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３.　１９９２年
　１９９２年という年
観光に関係の深い主な出来事を拾ってみると
次のようになる。
２月：長崎ハウステンボス開業
３月：東海道新幹線「のぞみ」登場
４月：観光事業振興助成交付金制度開始
５月：国家公務員完全週休２日制スタート
６月：「地域伝統芸能等活用法」制定
７月：山形新幹線（東京～山形）開業
９月：学校５日制（第２土曜休業）実施
１２月：新東京国際空港第２旅客ターミナル供用
開始
日本人海外旅行者・海外在住者の事件・
事故急増
（資料：数字でみる観光）
前年の９１年にバブル経済は崩壊したが、バブ
ル経済時代に着手された事業・施策が次々と完
成していった年である。バブル経済が崩壊した
といっても、当時は不況がその後１０年以上にわ
たって続いていくという認識はほとんどなかっ
た。
ただ、今から考えると、月刊観光の特集テー
マからして、開発型の観光地づくりに関する
テーマがこの頃からめっきりと減ってきている
のが印象的である。
　月刊観光からのピックアップ
■９２年１月号：特集　観光開発公社の役割
●地方公共団体における観光振興については地
方公共団体の観光主管課、観光協会がコンビ
を組んで推進しているのが一般的だが、さら
に観光開発公社をおき、トリオで観光の振興
をしているところもある。また、他の部課に
おいて設立された地方公社の中にも観光開発
公社と同じような機能を果たしているところ
もあるし、施設毎に地方公社を設立している
ところもある。《特集扉》
（日観協調査部海老沢昭郎）
●公社経営の適切な評価のためには一定の業績
評価基準を予め用意しておく必要がある。
（１５頁）　　（立教大学大学院博士課程太田正）
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概　要
本研究は１９９０年代の日本の観光について、私が編集をしてきた社団法人日本観光協会の機関誌「月刊
観光」を精査し、キーワードなどを抽出することによって、バブル経済の崩壊など右肩上がりで成長し
てきた日本が右肩下がりへ転換していった、９０年代という激動の１０年の観光面の分析を試みたものであ
る。本研究では、月刊誌を時系列的につなげていくことで、現在の観光につながっているキーワード、
および、すでに忘れ去られてしまっているものや、当時先進的すぎていたために、逆に陽の目を見な
かったもので、実は現在の観光にとって重要になっているものなどをピックアップしていくことで、こ
れまでの観光の変遷を整理し、結果として１０年間の観光を明らかにすることとした。
キーワード
１９９０年代の日本の観光、月刊観光、日本観光協会
月刊観光から 
◎海水浴を主体としている観光地では夏以外に
どのようにして観光客を集めるかが大きな課
題となっている。（４０頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
◎大河ドラマに足利尊氏が採り上げられること
は、足利市自体にとって実は１０年来の悲願で
あったからだ。…中略…NHK 側の「太平記」
制作意図を要約すると、①足利尊氏を中心と
するストーリーで、②ロケを多用して、③忠
実な時代考証にもとづくオープンセットをつ
くり、④スケールは大河ドラマ史上空前のも
のとしたい、とのことであった。（４６頁）
（足利市商業観光係長吉沢文雄）
◎観光交流拡大推進会議発足（６３頁）（運輸省）
［概観・分析］
バブル経済期末期にあっても、観光開発公社
など官による観光施設づくり及び経営がまだま
だ全盛期であったことを伺わせる。その後各地
で官が保証人となって借金をして観光施設づく
りを行なった公社等の第３セクターの破綻が地
方公共団体の破産という想像すらしなかった事
態を招くことになるのだが、当時はほとんどの
人がなんとかなるくらいにしか思っていなかっ
たのである。
また、２０００年前後から FC（フィルムコミッ
ション）が非常に注目されるようになり、各地
にそのための組織がつくられているが、足利市
の例はまだ、FC なる言葉が一般化する１０年ほ
ど前の活動であり、その先駆者的存在として注
目される。
■９２年２月号：特集　観光地のサイン計画
●最近では、サイン計画は地域の CI 計画の一
環として位置付けられつつあり、「駅前広場
のサイン計画」「○○地区サイン計画」のよ
うな部分的なものから地域全体のサイン計画
へと移行しつつある。サインそのものが、地
域の魅力づけや街づくりといった方面から評
価されつつあるということである。
（日観協調査部小口真紀子）
●何のためのサイン計画であるのか、その街づ
くりの方向性がふさわしいのか。こうした問
は、サイン計画を行う上で最初の課題であ
り、最後まで残る課題でもある。（５頁）
（GK 設計環境設計部部長森田昌嗣）
［概観・分析］
この特集自体、大規模な観光開発から少ない
予算での観光地整備や質的向上に観光地づくり
が転換していくターニングポイントであったよ
うに思う。そして、サインつまり案内板での英
語併記が一般化していったのもこの頃であっ
た。
■９２年３月号：特集　観光地のゴミ対策上 
●観光地のゴミ問題は観光客が増加し、空き
缶・空き瓶・ビニールなどの不燃物が増加す
るとともに悪化してきた。《特集扉》
（日観協調査部海老沢昭郎）
●考えのない「くずかご」は、かえって観光地
を汚し、その価値を下げる（１５頁）
（ニッカン㈱環具事業部マネージャー）
●“ゴミとの闘い”ステーション方式から持ち
帰り（１９頁）（高尾登山電鉄常務久保田謙一）
●スキー場ではリフト使用料がかかり、泊れば
入湯税も入る。しかし冬のスキーと双壁のレ
ジャーとされる海水浴はタダである。また、
最近の海水浴客の多くは、自宅近くのスー
パーで買い込んだ食料を持込む。地元に落ち
る金は年々少なくなっている。それと反比例
してゴミは増加の一途である。（２９頁）
（大洗町商工観光係長小松崎忠）
○日本でも１９８０年代中頃には各地でデポジット
導入への機運が高まり、８５年には全国の１５の
自治体で導入されていた。（３２頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
■９２年４月号：特集　観光地のゴミ対策下 
●散乱ゴミの中でもっとも目立つのが空き缶で
あるが、飲料缶の年間生産量は１０年前は、約
１００億缶くらいであったものが、今日では３００
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億缶といわれている。飲料の自動販売機も人
口５０人に１台もの普及率となっており、こう
した使い捨てと利便性に走る消費の構造を是
正しない限り、問題はなかなか解決しない。
（３頁）
（ダイナックス都市環境研究所代表山本耕平）
［概観・分析］
プラスチック容器、缶飲料そして、ペットボ
トルなど商品自体がゴミの元となるものが溢れ
だした時代である。コンビニや自動販売機も全
国津々浦々に進出し、それまでのゴミ収集体制
では対応し切れない状況になってきた。日本観
光協会では、かなり以前から全国の観光地にゴ
ミ箱を配付・設置してきたが、ゴミの持ち帰り
運動も盛んになり、ごみ箱の撤去に関する相談
も頻発した。
なお、当時問題になっていたのが缶飲料のプ
ルトップで、最近では缶本体から取れないもの
になっているが、当時はプルトップの散乱で怪
我をするという問題も多発した。
■９２年５月号　特集　オートキャンプの魅力
●週休２日、休暇制度の拡大、マイカーの普及
と数年前からの自然志向・アウトドア志向な
どにより、オートキャンプ人気は上昇中であ
る。《特集扉》　　（日観協調査部海老沢昭郎）
●最近では、ゴールデンウィークや夏休み期間
中など、人気の高いオートキャンプ場は予約
をしないと利用できないほどの過熱ぶりであ
る。（３頁）
全国で３００万世帯と推定されているオート
キャンプ世帯に対するキャンピングカーの普及
率は、わずか１％である。（４頁）
（自動車週報社編集長竹本攷）
●自動車旅行拠点（家族キャンプ村）の整備に
ついて（１６頁）（運輸省観光部観光レクリエー
ション計画室振興係長坂本達也）
［概観・分析］
当時、オートキャンプ場は新たな観光形態と
して非常に注目された。マイカーの普及、家族
旅行の増加、さらに欧米諸国での隆盛を背景に
その将来性は高く評価され、市町村でオート
キャンプ場を整備しようとするところがたくさ
ん出現した。しかし、我が国のオートキャンプ
は自動車で行きテントを張るキャンプのことを
意味し、欧米諸国のキャンピングカーあるいは
トレーラーハウスを利用したオートキャンプと
は違うという点に触れずオートキャンプという
言葉だけが一人歩きしてしまった感がある。
■９２年６月号：特集　地域産業の活用
●観光地づくりのなかで、地域産業の果たす役
割は極めて大きい、というよりも大きくして
ほしいと思う。（３頁）
（ジャーナリスト亀地宏）
●港町に限らず、海辺を訪れる観光客はその土
地で獲れたおいしい（新鮮な）魚を安く食べ、
干物などをお土産に買って帰ることを期待して
いる。―中略―しかし、流通や「産地高」「曜
日波動」で実は違う所で獲れた魚を食べている
ことになってしまうのである。（３２頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
観光と地域産業を正面から捉らえるように
なったのもこの頃から。地域の産業は地域の人
たちにとってはあまりにも日常的で面白みを感
じることがないのだが、観光客にとっては実は
魅力的なものである、という認識が浸透しはじ
めていった。
■９２年７月号：特集　観光事業振興助成交付金
事業
●本交付金は、ホテル・旅館やレストラン等を
利用した場合、一定額以上（宿泊等一人一泊
１５,０００円以上、飲食等一人一回７,５００円以上）
の利用者に対して課税される特別地方消費税
の２％が各都道府県の観光協会に交付され各
都道府県観光協会はそのうちの４０％を日本観
光協会に出捐し「中央事業」を行う。（５頁）
（運輸省観光部振興課）
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◎観光客も今や本物志向である。仏像造って魂
入れず、ではないが、器はあってもそこに魂
が入っていなければ人々に感動を与えること
はできない。その魂とは何か。それはみせよ
う、という意気込み、わが町のこけしはこう
なんだと訴えかける姿勢なのである。（４６頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
観光事業助成交付金はその後、平成１２年３月
まで続くことになる。消費税との二重課税では
ないか、使途が本当に観光振興に役立っている
のか、などの批判もあったが、これにより都道
府県の観光協会の法人化が進み、観光振興の基
盤が確立されたことも事実である。
■９２年８月号：特集　観光地づくり条例＆起債
●観光に関する条例は、観光客の誘致を主な目
的にした条例と、直接観光客の誘致をねらっ
たものではないが結果として客の増加につな
がるものがある。（１０頁）
（日本経済新聞社論説委員井上繁）
●条例は制定時に行政や住民の関心が高い。と
ころが、年月が経つにつれて条例の存在自体
を忘れてしまうことがある。親切運動を呼び
掛けた兵庫県小野市の親切運動の条例もその
存在を知っている市民は少ない。（１６頁）
（日本経済新聞社論説委員井上繁）
●時には（条例を）廃止する勇気を持ちたい。
広島県宮島町では観光記念写真撮影者条例に
よって撮影を許可制にしている。現在営業し
ている人はほんのわずかで、カメラやビデオ
が普及し、需要が激減した今日でも１９５０年に
制定した条例は依然として存在している。
（１７頁）　　（日本経済新聞社論説委員井上繁）
［概観・分析］
本特集では「地方自治における条例・要綱の
役割」、「観光地づくりの中の条例」、「瀬戸内海
景観形成指針について」、「ふるさと滋賀の風景
を守り育てる条例」、「淡路地域の良好な地域環
境の形成に関する条例」、「和歌山市美化推進及
び景観の保護に関する条例」などについての原
稿を掲載したが、観光に関係する条例の多くは
景観や環境の保護を目的としたものが多かっ
た。それだけ観光のマイナス面が問題化してき
た時代背景を感じさせる特集であったように思
う。
■９２年９月号：特集　祭りの育成
●祭りを観光的に活用したいという考えがある
一方で、祭りを担う人材の不足とりわけ若者
の減少や資金不足、実行組織の弱体化、交通
対策やゴミ、騒音といった問題もあり、状況
は楽観的とは言い難い。《特集扉》
（日観協調査部小口真紀子）
●祭りを運営する組織間の意志疎通がないと、
組織毎の縦割りの連絡体制になりがちで、祭
りを盛り上げていこうという気運がそがれ、
各団体のエゴがまかり通ってしまう。（９頁）
（コニー代表取締役須川一幸）
◎物を売るための宣伝と観光宣伝が同じ手法で
よいのだろうか。観光宣伝は誘客側の論理だ
けでなく、旅人の心の深いところから見つめ
直すことから始まるように思われる。
（観覧車）（日観協内田州昭）
［概観・分析］
祭り、あるいはイベントがもてはやされた時
期である。施設づくりというハードからソフト
への観光政策の変化が始まったと捉らえること
もできる。ただ、祭りのマイナス面に留意する
ことについて本文中でも何度も論ぜられている
とおり、やれば観光客が来るというものでもな
いし、かえって悪い印象を与えてしまう危険す
らある。祭りは本来住民が住民のために行なう
神事であり、イベントとは区別されるべきであ
るのに、混同してしまっているケースも多々あ
る。やはり、前述の観光宣伝と同様に、誘客側
の論理だけでなく、旅人の心の深いところから
見つめ直すことから始まるように思われる。
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■９２年１０月号：特集　観光地の自己診断
●観光地の自己診断は、専門家の協力を得なが
らでも自分たちの地域の将来像を描き、事業
を実施していく。観光地の自己診断はその第
１歩であり、それ以上に将来のための人づく
りに役立つ作業でもあるのです。（３頁）
（日観協常務理事奈良繁雄）
［概観・分析］
観光診断とは人間の健康に例えるなら、健康
診断＋精密検査ということになる。つまり、現
在の状況を判断するということなのだが、健康
と観光では決定的に異なる点がある。それは健
康が自分自身の事だけを診断すればよいのに対
し、観光では、消費者の志向や動向、さらに競
合・補完する他の観光地、そして、社会情勢や
経済情勢までも考慮に入れなくてはならないと
いう点である。また、自己診断では見過ごして
しまう観光資源もある。他所の人の目というも
のも必要になる。しかし、大切なことは診断を
ただ受けるのではなく、自らもそれに参画する
ことで、より深く自分の観光地を見つめ直し、
将来を考えていくことである。そのため、本特
集では観光地の自己診断マニュアルを２１頁にわ
たって掲載した。
■９２年１１月号：特集　みんなの森
●国民参加の森林作りのためには、欧米の農業
政策の一環である、条件不利地域対策、なか
んずくデカップリング方式を参考にしつつ我
が国特有の事情を反映させた財政措置が必要
である。（８頁）
（明海大学不動産学部教授森巌夫）
●私たちはアマチュアとして山仕事をしていま
すので、山仕事は「遊び」「リゾート」です。
私たちは「レジャー林業」という言い方をし
ています。（２８頁）　　　（高校教師羽鳥孝明）
［概観・分析］
森林に関しては観光資源としての認識が薄
い。つまり、国土面積の３分の２を占める森林
が、観光地としてこれまで認識されてこなかっ
たということである。もちろん森林地帯の中に
温泉地があったり渓流があったり、滝があった
りするのだが、森林自体を楽しむという感覚は
なかった。本特集はその森林自体にスポットを
当てたという点でおもしろい企画となった。た
だ、やはり森林自体が観光地となり得るという
ことではない。グリーンツーリズムであると
か、体験型観光の場としての利用の可能性があ
るということなのである。
ともあれ、我が国の森林は非常に魅力的であ
る。特に飛行機に乗るとその緑のすばらしさは
何とも言えない。まして外国から帰ってきた時
など、飛行機から見降ろす森林の美しさを再認
識させられる。そして何よりも森林こそ海をは
じめ様々な環境を守っているのである。
■９２年１２月号：特集　観光における交流
●少し強くいえば、人生で一度訪れれば、二度
と訪れなくともよい土地のことを「観光地」
といい、二度三度と訪れ、そこのよさを他の
人に語りたくなるような土地のことを「リ
ゾート地」（再訪の地）と呼ぶことができる。
（５頁）　　　（東京大学教養学部教授大森茲）
●リフレッシュ休暇、フレックス・ホリディ
制、早期退職、人生８０年時代など、自由時間
の使い方が、これまでのように、たんに、余
暇を、つまり仕事と仕事の間の暇な時間を過
ごすという消極的なものから、仕事では味わ
えない「もう一つの活動」の実現といった傾
向を強めはじめていることにも注目してよい
であろう。（６頁）
（東京大学教養学部教授大森茲）
●観光事業がしばしば陥りそうな発想は、そこ
に住んでいる人々の必要からというよりも、
他所の人々のレジャー願望に応えて来訪者を
増やそうということである。－中略－むし
ろ、観光の原義に忠実であるならば、まず、
地域の生活と文化の中にキラッと光るものを
作り出す、そうすると、それを聞きつけて来
訪者があり、その来訪者がそれをよそでかた
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り、評判が立ち、来訪者が増えていく、と
いった展開になるであろう。（７頁）
（東京大学教養学部教授大森茲）
［概観・分析］
編集後記に「バブル崩壊後…」という記述が
出ているが、まさに９２年はバブル経済の崩壊が
一般的に認識された年であった。
バブル経済期では、人と人の結びつきが、金
というファクターを中心に行われていたが、崩
壊後のテーマの中心になるのものとして交流と
いう概念が注目されるようになった。交流人口
という言葉が出現したのもこのころからであ
る。
４.　１９９３年
　１９９３年という年
観光に関係の深い主な出来事を拾ってみると
次のようになる。
２月：「今後のリゾート整備のあり方について」
提言
４月：新「国際観光ホテル整備法」施行
７月：シーガイア開業
１２月：世界遺産に登録（屋久島、白神山地、姫
路城、法隆寺地域の仏教建造物）
（資料：数字でみる観光）
Jリーグブームで沸いた１年であった。この
年の冷夏は、いつ梅雨明けしたのか、気象庁も
判断を出せないほどの異常なものであった。
経済的には、まだバブル経済の崩壊が断続的
に続いており、到底景気が回復するような兆候
はなかった。しかし、幸か不幸かバブル経済復
活への期待はまだ残っていた。
　月刊観光からのピックアップ
■９３年１月号：特集　リゾート再考
●開発型第３セクターによるリゾート開発にお
いて民間企業としては投下資本を早期に回収
する必要があったため、ゴルフ場会員権とリ
ゾートマンション販売がリゾートを代表する
ものとなってしまったが、バブルの崩壊でこ
れらが売れ残り、さらに本業自体も苦境に立
たされ民間企業の撤退が余儀なくされるよう
になっていった。（５頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
●欧米のリゾートには高級なものから低料金の
ものまであるのだが、日本に導入されたのは
高級なものばかりで、家族で数日滞在するに
耐え得る料金設定は不可能であった。（６頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
●リゾートブームの間、海外のリゾート紹介の
記事が多くの雑誌に登場し書籍も出版された
が、これらの記事の多くは、表面上はリゾー
トを洋モノというか舶来モノというか、その
ような欧米の雰囲気を持つものとして紹介す
る形をとっていた。―中略―今回のブームで
は、リゾートは一見舶来物の様相を見せてい
たが、、実は供給側である観光産業が、需要側
である日本人観光者のニーズに合致した商品
を国内に開発したとみることができるのであ
る。（２０頁）　　　　（カルガリ大学村上和夫）
［概観・分析］
リゾート法が制定されたのが８９年であり、全
国各地のリゾート開発はわずか３年で再考が迫
られることになった。現在でもリゾート法に対
する否定的な意見が圧倒的に多いが、あえて、
プラス面を挙げると、ハコモノとして各地にす
ばらしい施設が残ったということだろう。た
だ、それが、余りにも高価でかつ利用者ニーズ
に合致していないということなのだが、経済的
に破綻した施設が、今後新たな経営者によって
安価でニーズに合致したものとなる可能性は残
されている。これら施設は、僅か１０数年前のも
のだが、先人の残した遺産であり、それらをど
う活かしていくかが我々の使命であると考え
る。現在、観光は非（異）日常から日常へシフ
トしているが滞在型の廉価な観光施設として再
出発できる潜在能力はある。
■９３年２月号：特集　雪と遊ぶ
●「利雪」「新雪」「活雪」「楽雪」「和雪」との
海老澤　昭　郎
272
言葉が「広辞苑」に記載されるような市民権
を得てほしいものです。（７頁）
（北海道教育大学教授伊藤隆一）
［概観・分析］
雪は雪国の人々にとっては、日常的で大きな
負担であっても、逆に雪国以外の人にとっては
非（異）日常的なものであり、観光資源、ある
いはレクリエーション資源となりうることを明
らかにした特集であった。この頃はまだ、札幌
の雪祭りや、流氷ツアーなども脚光を浴びてい
た。また、スキー場もけっこう賑っていた。た
だ、その後の若者人口の激減やリゾート法など
によるスキー場建設ラッシュにより、スキー場
は苦境に立つことになる。
■ ９３年３月号：特集　これからの観光と観光地
●観光は時代の社会・経済状況、国民の意識等
の変化によって影響を受ける。それゆえ、観
光地づくりにあたってはこれらの状況を把握
するとともに、将来にわたって社会・経済状
況、国民の意識等をも予測し観光地づくりの
ベクトルを認識しておくことが望ましい。
《特集扉》　　　　（日観協調査部海老沢昭郎）
●日本人は社会の変化に対応し、柔軟に対応す
る思考回路を持っている。旅行は大好きであ
る。温泉が大好きである。（３４頁）
（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
本特集では直近の９０年代から２０１０年にかけて
の予測及び交通体系や情報処理技術などにス
ポットを当てた。しかし、当時はバブル経済の
崩壊後の不況が１０年以上にわたるとは考えられ
ていなかったため、楽観的な内容となってい
る。なお、特集の中で、需要側の、日本人の特
性にも留意しておく必要がある事を指摘してい
る。日本人は基本的には農耕民族であり、旅つ
まり移動は非（異）日常であるのだが、人類発
祥の地といわれるアフリカからユーラシア大陸
の東の果てまで移動してきたことを考えると、
ヨーロッパ人などよりもさらに移動つまり旅好
きな民族と言える。今後の観光動向を考えてい
く上で意義ある内容と考えられる。
■９３年４月号：特集　観光対象としての生活文
化
●人々の生活が高度に文明化されるのと相対的
に、かつての生活様式の面白さ、懐かしさや
興味は高まってくる。《特集扉》
（日観協調査部太田智賀子）
●近年、全国各地で歴史を活かした町づくりが
盛んである。（８頁）
（日本ナショナルトラスト事業課長米山淳一）
●今日の高度な文明社会においては、社会人の
基本的能力としての生活文化を体験学習する
重要性が再認識されるようになった。（１２頁）
●幼少時代に生活文化の体験学習のできる機会
と場をつくってあげることが、これからの人
づくりの必要条件であると思われるし、観光
資源ともなる。（１６頁）
（野外文化研究所長森田勇造）
○旅行慣れしたリピーター層の増加を中心とし
てシビアな商品選択眼が培養されたことがこ
れまでの旅行会社のフルサービスの高額パッ
ケージツアー離れ現象を増幅させている。
（４５頁）　　　　　（ジャーナリスト高多清在）
［概観・分析］
観光資源として生活文化にスポットを当てた
特集であり、バブル経済期以前の開発中心の観
光振興がまさに転換点を越えてきた感が強い。
そして、生活文化を体験学習と結びつけた点が
おもしろい。
また、短期連載で「転換期に直面する旅行業
界」がスタートしたが、観光客の旅行慣れ、情
報化社会の進展などで９２年には一般旅行業者１１
社が倒産・廃業した時代である。「旅行業者不
要論」などの言葉が使われ始めたのもこの頃で
あり、それは今日まで形を変えながら続いてい
る。
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■９３年５月号：特集　国際化にむけて
●最近ではアジア人の比率が高くなり、１９９１年
には６２.１％となった。特に韓国と台湾からの
訪日外国人客は順調に伸びておりそれぞれ、
１位２位を占めるようになった。《特集扉》
（日観協調査部小口真紀子）
［概観・分析］
国際観光とか外国人観光客の誘致が盛んに論
じられるようになったのだが、観光の現場で
は、外国人観光客受入れに対する否定的・消極
的な意見が多く聞かれた時期である。空室でも
満室ですと断ったり、外国人が流暢な日本語で
電話をしても、英語の喋れるスタッフがいませ
んからといって断るケースが多々あった。ま
た、案内板なども日本語表記のみというところ
がほとんどであった。これらは、わずか１０年ほ
ど前のことであり国際観光の振興を国を挙げて
推進している現在ですら、こうした傾向が完全
に払拭されたとは言い難い。
■９３年６月号：特集　花の活用
●自然を保護する地域では、景観に対する人為
的な影響は極力排除しなければならない。し
かし人間が活動する地域においては、景観は
人間が自ら美しく造り上げていかなければな
らないものなのである。（１３頁）
（三菱総合研究所主任研究員根本泰人）
［概観・分析］
観光資源としての花は自然に咲いているもの
はよいが人為的に景観として造りだすことは難
しい。ハウステンボスなどのようなところでは
１年中絶やさないようにしなければならない
し、観光地でもだれが手入れするかという問題
が付いて回る。しかも、花の産地では普通は花
が咲く前に出荷してしまうため花を見ることが
できない。しかし、花の持つ誘客力は大きい。
この様なジレンマの中から生まれた特集であっ
た。ただ、花の問題は地域によってケースバイ
ケースである。そして、質の高い観光地づくり
で大きな効果がある。
■９３年７月号：特集　芸術と観光
●国民の観光旅行の習熟度が増すにつれ、観光
旅行の目的も多様化してくる。そして、その
ひとつに芸術がある。《特集扉》
（日観協調査部海老沢昭郎）
●平成２年にメセナ活動に熱心な企業家が集合
して「企業メセナ協議会」をつくり、更に、
経団連の「１％クラブ」の設立で企業の社会
的責任や貢献が国民の間で言われるように
なってきた。（３頁）
（文化庁地域文化振興室長枝川明敬）
●われわれ日本人は、日常生活でそれほど芸術
に親しんでない人が旅に出ると美術館などの
文化施設を訪れることがよくある。（８頁）
　（水戸市芸術振興財団事務局長）
●地方自治体で、文化行政が教育委員会によっ
て所管されているというのもおかしな話であ
る。文化と教育が同じ箇所で行われていると
いうのはあまり関心したことではない。文化
とはもっと自由奔放なものであってよいはず
だ。（１５頁）　　　（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
本特集の数年前、つまり、バブル経済全盛の
頃、企業も、そして、地方の美術館も海外の有
名な美術品をオークションで競り落としたこと
が話題になった。安田海上火災のゴッホの「ひ
まわり」などなど。ただ、残念ながらわれわれ
日本人には芸術に対する目がヨーロッパの人ほ
ど肥えていなかった。作品自体よりも有名なも
のあるいは高価なものを観たということに満足
してしまう傾向がある。そういうマーケットに
対して芸術を観光資源としていこうという目的
を持った特集ではあったが、案の定あまり効果
は上がっていないようだ。また、企業のメセナ
活動も現在は休止状態にある。
■９３年８月号：特集　人のネットワーク
●清水市では、毎年８月「清水みなと祭り」が、
２４万市民総参加という形で繰り広げられる。
この祭りは見る祭りから参加する祭りへ、市
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民総参加を合い言葉に、若者達の手によって
生まれかわった。（８頁）
（通産省民活アドバイザー花井孝）
●その地域に数日間滞在するコンベンション参
加者にとって「快適性」は最も重要な要素の
ひとつであり、開催後の都市の評価は。いわ
ばホスピタリティの善し悪しにかかっている
と言っても過言ではない。（２１頁）
　（財団法人熊本国際コンベンション協会）
●観光ボランティアをしている人たちは、一様
に楽しいからしている、人に喜ばれることが
嬉しいから観光案内のボランティアをしてい
るという。（３５頁）
（日観協調査部小口真紀子）
［概観・分析］
本特集では「人のネットワーク」を‘イベン
ト’‘ホスピタリティ’‘ボランティア’といっ
たキーワードから考察した。ネットワークの意
味するものは協力、協働といった意味なのだ
が、ただ単にネットワークを組みましょうと
いっても難しい。組むためにはそれなりのツー
ルが必要であり、本特集は、そのツールを提案
することを目的としたものであった。実はこの
ネットワークづくりこそが最も難しいことなの
である。その要因は、関係者の利害、形と成果
が見えにくいことにある。しかも継続させてい
くとなると金銭面に加え、人材育成も行なって
いかなくてはならないなど課題が山積してしま
う。事例としては成功したもの、成功しつつあ
るものを掲載したわけだが、本来ならうまくい
かなかった事例とその分析が必要であったと考
える。
■９３年９月号：特集　観光事業振興助成交付金
事業の成果
○最近の温泉は温泉でなくてもできることに力
を注ぎ、結果として温泉地の良さというもの
を薄れさせていってしまったのではないか。
（観覧車）　　　　（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
残念ながら特集部分についてはスタートから
１年間経過した同制度の報告であり、制度も廃
止された今となっては読むべきものが見当たら
ない。
■９３年１０月号：特集　農山村で休暇を
●バブル経済時のような資本誘導型、大企業主
導型、施設優先型の農山村の保養地、レクリ
エーション基地開発方式に対するアンチ・
テーゼとして、「農村リゾート」という言葉
がつくられた。（３頁）
（日本大学農獣医学部助教授糸長浩司）
●北海道では、地域住民にとって快適な生活空
間であり、同時に都市住民にとって魅力的な
滞在空間としての機能を発揮する農村を、て
づくりのリゾート「農村ホリデー」と位置付
け積極的に支援していくこととしています。
（１８頁）
（北海道農村計画課地域計画係長北村健）
［概観・分析］
本特集のはテーマは極めて象徴的である。つ
まり、バブル期のリゾート開発が内需拡大を意
識した余剰資金の投資先確保を目的とした表面
的に華々しいものであったものに対し、農山村
という地味でレクリエーション活動とは縁の薄
い場が、リゾートと同じく人々の休暇をター
ゲットにしようというものであったからであ
る。まさにバブル型リゾート開発の終焉を感じ
た。そして、現在よく使われるようになってき
たグリーンツーリズム、ルーラルツーリズム
（田舎）、アグリツーリズムを予感させるような
テーマである。
■９３年１１月号：特集　滞在客へのメニュー
●当面は３泊４日程度までの短期滞在型観光に
対して、どう１日を過ごしていただくかとい
う観光地側の対処を考えていく必要がある。
《特集扉》　　　　（日観協調査部海老沢昭郎）
●なぜアウトドア志向がこれほど急速に注目さ
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れ始めたのか、その時代背景について触れて
みたい。…①手づくり指向の増加　②精神的
豊かさを自然環境に求める時代　③住・生活
環境の悪化と道路等インフラ整備　④４輪駆
動車の高性能化による普及…（４頁）
（JTB 遊 ROAD 編集部）
●自然に親しむ機会を失いつつある現代人に
は、どのように自然と親しむか、というノウ
ハウが欠如しており、充分自然を楽しむこと
は難しい。（中略）このような中でいま注目さ
れてきているのがネイチャーゲームである。
（８頁）
（日本ネイチャーゲーム協会理事長降旗信一）
● 露天風呂めぐりで人気急騰―熊本県黒川温
泉―（１４頁）　　　（日観協調査部小口真紀子）
●スポーツ講習型観光の導入　Ⅰカヌー　Ⅱ乗
馬　Ⅲパラグライダー　Ⅳ（１９頁）
○一村一品から一村一風へ（５３頁）
（大分県知事平松守彦）
［概観・分析］
運輸省を中心に滞在型観光が指向された時代
であった。ここで問題になるのは滞在に耐え得
る価格設定と、何をして楽しむかということで
あった。本特集は何をするかに焦点をあてたも
のであった。「アウトドア」「ネイチャーゲー
ム」「黒川温泉」「一村一風」などのキーワード
が出ているが、これらは現在の観光に繋がって
いる言葉である。
■９３年１２月号：特集　公的観光施設の運営
●公的機関が運営する観光施設では、ハード面
は市町村が担当し完成後の管理運営を行政の
直営とせず、観光公社や第３セクターへ委
託、あるいは行政が特別会計を組んで行う
ケースが増えている。しかし、こういった施
設は計画段階では収支見通しが甘くなりがち
である。《特集扉》
（日観協調査部小口真紀子）
●昨今の観光事業では、数年前まで全国を席捲
した民間セクターの動きが完全に停止する一
方で、地方自治体など、公共セクターの活発
な動きが目につく。公共セクターが活発化し
た理由は自治体の観光事業に対する国の支援
制度が非常に充実してきたことにある。
（５ 頁）　　　（ラック計画研究所長三田育雄）
●第３セクターの数は増加しており、平成５年
１月１日現在４,４１４社と推定される。（１０頁）
（第３セクター研究学会事務局長出井信夫）
●北海道斜里町では、行政が観光地づくりを
し、そこで住民が仕事を得ている。地元の産
物を販売している。当たり前のことかもしれ
ないが大変新鮮かつ強烈な印象を受けた。
（２９頁）　　　　　（日観協調査部海老沢昭郎）
［概観・分析］
第３セクターがブームとなっていた時期であ
り、官の信用力と民の資金力を併せた地域振興
が盛んに行なわれた。しかし、実際は資金力の
ない地方自治体と信用力のない民間の共同体で
あったと言わざるを得ない。その後、各地で第
３セクターの破綻が続き、連帯保証人になって
いる自治体の中には、破産してしまうところま
ででてしまっている。第３セクターは、本来、
官と民それぞれの優位な点を併せて誕生すべき
ものなのだが、当時の第３セクターには弱点を
補完しあうものが多かったのである。
海老澤　昭　郎
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